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が58％ と， TeBG に 比 べ ぎわ め て 高 い よ うで すが ，

ABG （？）以外 に 結合す る物質 が あ る の で し ょ うか ．

　  私達 は 2−methoxyestradioi の TeBG と の bin−

ding　a儡nity が非 常 に 高 い こ と を 認 め て い ま す．

TeBG と ABG との 区 別 に 2・methoxyestradiol を 使

用し て検討載げれば と思い ます．

　回答　　　 　
』
　　 　　 （山形大）小田　隆晴

　  卵胞液 内 の ABP と 血 清 TeBG と の btnding

a缶 nity は 先生 の 御指摘 の 様に極 め て類似 し て お り ま

す，Binding　si艶 は1血清中 の TeBG の 方が高い と思 い

ます，

　  私の 示 した の は 柑対的置換率 で 58％で した が
，

E2 の 結合 する蛋 白に つ い て は ま だ 検討 し て お りま せ

ん が，卵腔内 E ， 濃度が極め て 高値を示す ことか ら Ei−

binding　protein （？）が 存在す る 可能性 は 高 い と思わ

れます．
’

　  先 生 の 御 指 摘 の 様 に 今 後 2・methoxy −E2 や

DHEA
，
　DHAS

，
　d・norgestrel 等で そ の a 缶nity を 調べ

TeBG と の 違 い を検討 し た い
・
と思 い ます．

　 277．「等電 点電気 泳動 法 を用 い た 胎盤 中 の A 皿dro・

gen 　Binding　Proteinsの 研究

　　　　　　　 （山形 大）金杉　　浩 ， 小田　隆晴

　　　　　　　　　　　 川越慎之助 ， 広井　正彦

　人胎盤中の androgen 　binding　protein（ABP ）の 分

析並 びに androgen 　action の標的臓器 と して の 胎盤の

意義づ けを研究 目的とした ．血 清 の Testosterohe−est −

radiol 　binding　globulin（TeBG ）の 試料中へ の 混入が

問題 と な る が
， Concanavalin　A 　Sepharose　afHnity 　ge1

（Con・A ）を使用 す る こ とに よ り TeBG の 影響 を取 去

る こ とを試み た ．

　満期正常分娩 の 胎盤 よ り cytosol を作製 し，
　 Con−A

Sepharose　 adsorption を用い Con−A 　 Bound ，　 Unbo −

und 　tr＝ 分 け検討 を 加 え た．　 Binding　 analysis は 3H ・

Dihydrotestosterone（DHT ）を使用し Scatchardの

方法 に 基 づ き検討 し た
、 また

3H −DHT と共 に イ ン ク

ベ ー
ト し た 試料を pH 勾配 4 一 9 の 両 性 電解質 の も

と ， G・15　sephadex 　column を 用 い た 特殊 な 装置 を 使

用 し等電点電気泳動 （IEF）を行 ない ，各 々 の 蛋 白を等

電点 の 差異 として とらえた．

　Con・A 未処理 の cytosol で は IEF に て pH4 ．6， 5．3，

6．0の 3 ケ 所 に ピ ー
ク を認 め，scatchard ，　 analysis で

dissociation　constants （Kd ）が1．5× 10
冖10M

と3．7×

10−9M の 二 つ の 成分 と し て 認 め られ た．　Con・ABbund

で は elut 量on 　pH5 ．0に唯
一

の ピー
ク を認め，　Kd の 平均

は 2．17x10 −1°M （270fmoles／mg 　protein ：n ＝6）で あ

つ た ．Con −A 　Uribound で ば elution 　pH4 ．6と6．0の ．2

ケ 所 に ピ ー
ク を認 め ， 第 2 ピ ー

ク が よ り高親和性成分

で あ る と 推 定 さ れ た ．Kd の 平 均 は 5 ．9× 10
−9M

（1097fmoleslmg　p．：n ＝6）と1．9xlO −1°M （349fmb−

1es／mg
』
p．）で あつ た．ま た Con−A 　Bound は heat

stable で あり，
　 Con−A 　Unbound は heat　labileで あつ

た ．100倍量 の 種 々 の ス テ Pt イ ドを使用 し た Competi・

tionで は Con・A 　Bound と Unbound で は 著 しい 差 を

認 め ‘ androstenedione ，　 dehydroepiandrosterQne，

dehydroepiandrosterone・sulfate で は Con・A 　 Unbo ・

．und に よ り高親和性で あり，d−Norgestre1で は Con −A

Bound に よ り高親和性 で あつ た ．

　 以 k よ り TeBG を除 い た 人 胎盤中 に は DHT に 対

し て 親和性 の 異なつ た ， 等電点 の 違 う少な くと も二 つ

の 結合蛋白が存在す るもの と推定 され る．

　 278．ヒ ト胎 盤性 ACTH の 精製 と そ の タ ン パ ク 化

学的性質 に 関す る 研究

　　　　　　　 （長崎大）今村　定臣 ， 今道　節夫

　　　　　　　　　　　　石 丸　忠之 ， 山辺　．．徹

　 ヒ ・
ト胎盤に お い ℃ ACTH 様物質が 産生され て い る

可能性 は 以前よ り指摘さ れ ， 最近で は immunoreacti・

ve β
・LPH

，β
一endorphin の 存在 も報 告され て い る が

，

そ の 本態に つ い て は 不 明な 点が多 い ．そ こ で 胎盤性

ACTH 様物 質の 単離を試み，そ の タ ソ パ ク 化学的性質

に つ い て検討 を加 えた．

　 ヒ ト満期胎盤 の ア セ ト ン 粉末 よ り，胎盤性 ACTH

（Pl．　ACTH ）に つ い て は 氷酢酸一ア セ トソ 混合液で抽

出後，イ オ ン 交換 ク 卩 マ ト （CM −Cel：luldse），ゲ ル 濾過

（SephadexG−75）お よ び等電点電気怺動法に よ り精製

した ．BigPl．　ACTH に つ い て は pH3 ．0蒸留水 に よ り

抽 出 し ， ゲ ル 濾過 （SephadexG −75）を 行 な い 高分子画

分を得，
こ れを ト

』
リ プ シ ン 消化 し た．ACTH 活性は市

販 RIA 　 Kit に よ り，β
・endorphin ，RRA は ラ ッ ト脳 ホ

モ ジ ネ
ー

トを レ セ プ タ
ー

とし て
3
耳ILeuenkephalin の

結合阻害 に よ り測定 した ．

　 こ の 結果 ，
ヒ ト胎盤中 に は 抗 ACTH 抗体 と反応す

る Pl．　 ACTH 　（MW 〈 10，000） と Big　 Pll　 ACTH

（MW ≒ 50 ，000＞が存在す る こ とが分つ た ．　 P1．　ACTH

の P1 ・は 8．70で ，
　 disc電気泳．動で は ブ タ ACTH の ・ミ ソ

ドと
一

致 した ，Pl．　ACTH に は β
・endorphin 　RRA 系

に お い て 活性 を 認 め な が つ た が，Big　P1，　ACTH の ト

リ プ シ ソ 消化物 の うち最 も低 分 子 の ペ プ チ ドは aH ・

Leu・enkephalin の レ セ プ タ
ーと・の 結合を阻害 した （阻

ー
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